
学校番号 
１００８ 

平成 31 年度 商業科 

 

教科 商業 科目 プログラミング 単位数 ２単位 年次 １年次 

講座名 プログラミング 

使用教科書 最新プログラミング （実教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

授業では必ず教科書を忘れず持参してください。パソコンを使い学習する時間もありますので、

パソコンＩＤとパスワードも忘れないようにしてください。 

 現代のビジネス活動においてかかすことのできない「コンピュータ」 

ほとんどの企業がコンピュータを使い、ビジネス活動において生じた情報を整理・保存されてい

ます。コンピュータに指示する手順を伝える「プログラミング」をまなび、社会に出たときビジネ

ス活動の合理化、省力化をはかれる社会人になれるよう頑張りましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

１ コンピュータを使ったデータ処理の仕組みについて理解させる。 

２ プログラミングに関する知識と技術を習得させる。 

３ 体験的学習を通して創造力や論理的な思考力を育成する。 

４ ビジネスの諸活動において、情報を合理的に処理しコンピュータを効果的に活用する能力と態

度を育む。  

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

コンピュータを使った情

報処理の仕組みとプログ

ラミングについて関心を

もち、ビジネスの諸活動

によって生じた情報を活

用することを目指して主

体的に取り組もうとする

とともに、プログラムを

活用しデータを合理的に

処理し、コンピュータを

効果的に活用する実践的

な態度を身に付けてい

る。 

ビジネスの諸活動によっ

て生じた情報を主体的に

活用することを目指し

て、プログラムを利用し

てデータを加工するため

の思考を深め、基礎的・

基本的な知識と技術を基

に、ビジネスの諸活動に

携わる者として適切に判

断し、表現する創造的な

能力を身に付けている。 

プログラミングに関する

基礎的･基本的な技術を

身に付け、ビジネスの諸

活動によって生じた情報

の活用を目的としてコン

ピュータの活用を合理的

に計画し、その技術を適

切に活用している。 

コンピュータを使った

情報処理の仕組みとプ

ログラミングに関する

基礎的･基本的な知識と

技術を身に付け、プログ

ラムの意義や役割につ

いて理解している。 

評
価
方
法 

授業課題の提出 

宿題の提出 

授業に取り組む姿勢 

実技テスト 

宿題提出 

授業へ取り組む姿勢 

小テスト 

実技テスト 

小テスト 

実技テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
タ
ー
ム 

１ 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

 

(１)ビジネスと情報処

理システム 

 ・情報とコンピュー

タ 

 ・ビジネスとコンピュ

ータ 

 ・情報処理システム 

 ・システムの利用例 

 ・ユビキタスネットワ

ーク社会 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: ビジネスの諸活動と情報処理システム

の関わりについて関心を持ち、データ処理

の仕組みや役割の重要性についての学習に

自らすすんで取り組もうとしている。 

b: ビジネスの諸活動における情報活用の

重要性について様々な角度から思考を深

め、合理的な情報処理システムを適切に判

断し、導き出した考えを表現している。 

c: ビジネスの諸活動における情報や処理

システムの意義に関する資料を収集し、得

られた情報のもつ意味を読み取り、整理し

ている。 

d: ビジネスの諸活動における情報処理シ

ステムの意義や役割について、基礎的・基

本的な知識を身につけている。 

小テスト 

実技テスト 

宿題提出 

授業への取

り組む姿勢 

１
タ
ー
ム 

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎 

(１)プログラミングの

手順 

(２)データの入出力と

演算  

(３)アルゴリズムの表

現技法 

(４)条件判定とくりか

えし処理 

(５)オブジェクト指向

の考え方 

 

 

○  

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

a: プログラミング言語について関心を持

ち、Ｊａｖａ言語の特徴について自らすす

んで調べようとする。データ処理に必要な

一連のプログラミング手順について関心を

持ち、その基礎的な技法の学習に自らすす

んで取り組もうとする。データの入出力と

演算、判定と制御構造等の各技法について

関心を持ち、一連の手順に沿ってプログラ

ミングを行おうとする。 

b: ビジネスの諸活動を支えるプログラミ

ング言語の重要性について自ら思考を深

め、一連のプログラミング手順についての

基礎的・基本的な知識と技術を基に、各技

法について適切に判断し、表現している。 

c: プログラミングに必要な基礎的・基本

的な知識・技術を身につけ、必要なハード

ウェア・ソフトウェアの操作を行うことが

できる。データの入出力と演算、判定と制

御構造等の各技法について、一連の手順に

沿ってプログラミングを行う技術を身に付

け、コンピュータの活用を合理的に計画し、

その技術を適切に活用している。 

d: Ｊａｖａ言語の特徴について、基礎

的・基本的な知識を身につけている。一連

のプログラミング手順について、基礎的・

基本的な知識を身につけている。プログラ

ミングの各技法について、基礎的・基本的

な知識を身につけ、プログラムの意義や役

割について理解している。 



２
タ
ー
ム 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
応
用 

応
用 

(１)メソッドの利用 

(２)配列の利用 

(３)例外処理とストリ

ーム 

 

○  

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

a: メソッドを利用する意義、配列の有用

性について関心を持ち、業務に適応する配

列の作成や利用方法について探究しようと

している。プログラムの実行中にエラーが

発生した場合を想定し、適切な処理を行う

ための技法について探究しようとしてい

る。 

b: メソッドを利用する意義、配列の有用

性、適切なエラー処理などについて思考を

深め、基礎的・基本的な知識と技術を基に、

コンピュータを合理的に活用することにつ

いて適切に判断し、導き出した考えを表現

している。 

c: メソッドの利用、配列、エラー処理な

どに関する基礎的・基本的な技術を身に付

け、コンピュータの活用を合理的に計画し、

その技術を適切に活用している。 

d: メソッドを利用する意義、配列の有用

性、適切なエラー処理などについて基礎

的・基本的な知識を身に付け、その適切な

利用法について理解している。 

３
タ
ー
ム 

Ｊ
ａ
ｖ
の
活
用
ａ 

(１)ユーザインタフェ

ース 

・フレームの作成 

 ・コンポーネントとコ

ンテナ 

 ・イベント処理 

 ・さまざまなコンポ

ーネントの利用 

(２)文字や画像など

の処理 

  

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

a: ・見やすく分かりやすいプログラムの

作成について関心を持ち、そのために必要

なユーザインタフェースの設計の手順につ

いて探究しようとしている。 

・文字列の処理や静止画、動画、音声など

を処理するための技法について関心を持

ち、その技法の学習に自らすすんで取り組

もうとしている。 

b: ・プログラムの利用者にとって使いや

すい画面を作成するための技法について思

考を深め、基礎的・基本的な知識と技術を

基に適切に判断し、表現している。 

・文字列の処理や静止画、動画、音声など

の処理について思考を深め、プログラムを

作成するための基礎的な知識と技術を基

に、適切に判断し、プログラムとして表現

している。 

c: ユーザインタフェースの設計の手順、

文字列の処理、静止画、動画、音声などの

処理に関する基礎的・基本的な技術を身に

付け、その技術を適切に活用している。 

d: ・ユーザインタフェースの設計の手順、

文字列の処理、静止画、動画、音声などの

処理について基礎的・基本的な技術を身に

付け、その技術を適切に理解し、活用して

いる。 



４
タ
ー
ム 

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
・ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア 

 (１)ハードウェア 

 (２)ソフトウェア 

 ・ソフトウェアの体

系 

 ・基本ソフトウェア 

 ・情報モラル 

○  

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

a: ビジネスの諸活動とコンピュータの関

わりについて関心を持ち、ハードウェアと

ソフトウェアについての学習に自らすすん

で取り組もうとしている。 

b: コンピュータの構成や特徴、データ表

現、ハードウェアの仕組み、データ処理プ

ロセスについて、自ら思考を深め、適切に

判断している。ソフトウェアの役割や機能

について自ら思考を深め、その重要性につ

いて適切に判断している。情報活用能力の

重要性について自ら思考を深め、情報社会

に参画する上での望ましい態度について、

適切に判断し、表現している。 

c: ソフトウェアの種類とそれらの仕組み

について、様々な資料を収集し、適切に選

択して活用している。ＯＳがそなえている

ファイルシステムの役割とその機能につい

ての知識を整理し、適切に活用している。 

d: ハードウェアに関する基礎的な知識を

身に付け、その働きや仕組みについて適切

に理解している。ソフトウェアに関する知

識と技術を身に付け、その役割や機能につ

いて適切に理解している。高度情報化社会

を生き抜くために必要な情報活用能力の重

要性を理解している。 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


